
１ ２  子ども のやっ ていき にく さ にどう 対応するか 

う まく いきにく いのには、 理由があり ます 

 

 「 すべての子ども が、 生き生きと 学習し 、 友だちと

関わり あいながら 楽し く 学校生活を送っ てほし い」 …

こ れは、すべての教職員や保護者の願いです。し かし 、

学校生活のなかでは、 授業場面や学校行事、 友だち関

係などでさ まざまなできごと が起こ り 、し んどさ を 感

じ ている子ども たちに、どう 対応し てよいかわから ず

に悩んでし まう こ と も あると 思います。  

 子ども たちのさ まざまな「 困っ た行動」…実際には、

子ども たちが学校生活のなかで何ら かの理由でやっ ていき にく さ を感じ ていて、それが積み

重なっ てさ まざまな形で表れていると 考えたいと 思います。う まく いかないのを「 なまけて

いる」「 甘えている」「 わがまま」 と と ら えてし まう と 、 私たちはそれに対応する努力を怠っ

てし まいます。  

子ども たちのさ まざまな「 困っ た行動」 には、 そう なっ てし まう 理由が必ずあり ます。 そ

の理由をていねいに探し 出し 、そのと き の子ども の心情に思いをはせ、適切な支援を積み重

ねるこ と で、子ども たちが生き 生き と 笑顔で学校生活を 送るこ と ができ るよう になるこ と を

忘れずに、 子ども たちをみんなで支えていき たいと 思います。  

こ こ では、学校生活のなかでよく あるさ まざまなケースを も と に、より よい対応について

考えたいと 思います。  

 

わから ずにやっ てし まう のか、 わかっ ていても ついやっ てし まう のか？ 

新 1 年生の A さ んは、 授業中にまわり のこ と がと ても 気にな

るよう です。今日も 国語の時間に、席を立っ て隣の席の友だちに、

いろ いろ と ちょ っ かいを出し ています。  

 

◆A さ んが席を立っ ているのは… 

① 小学校に入学し たばかり で、 授業中に席を立っ てはいけないのかよく わから ない 

② 席を立っ てはいけないこ と はわかっ ていても 、 隣が気になっ てつい席を立っ てし まう  

③ わかっ ていてわざと 席を 立っ て隣の友だちにちょ っ かいを出し ている 

 

子ども の行動の背景と なる理由を、 単純に①～③に分類するこ と はでき ないでし ょ う が、

①～③のどの要素が大きいのか少し 考えるだけで、A さ んへの声かけのこ と ばや対応のし か

たはまっ たく 違っ てき ます。 こ のよう に、 子ども のさ まざまな行動の理由を 、 少し 立ち止ま

っ てみんなで考えてみるこ と は、 適切な支援の第一歩だと 思います。  

次に、 いく つかの事例をも と に、 より よい対応の仕方について考えてみまし ょ う 。  



実際の学校園でのさ まざまな事例から … 

 

１  こ と ばだけでなく 、 絵でも 振り 返ろ う ！ その１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）  「 悪い行動」 と「 正し い行動」 言葉だけでなく 、目で見て確かめら れるよう にする。  

【 ポイ ント 】  

落ち着いている時に個別に指導する。  

 まず、「 悪い行動」 の絵だけを示し 、 悪いと こ ろ がどこ か？周囲の人はどんな様子か？ 

 など、 自己と 他者の様子を読み取り 、 意識化につなげる。  

（ ２ ）  事前に決めたルール・ 約束を、 守れたら ほめます。  

【 ポイ ント 】  

がんばっ た表を作成し て、 振り 返っ たり 継続し たり するために可視化し ておく と 、 より 強

化が期待でき ます。  

 

 

○自分の行動を振り 返り 、 気づいていく 支援 

～追いかけっ こ が好き で、 学校でも 走り まわる A さ んの場合～ 

 

興味のある も のが目に入っ たり 、 聞こ えたり すると 、「 いまは〇〇し なければいけな

いと きだから 、 動いちゃ だめだ」 と 考える前に、 身体が動いてし まう A さ ん。 追いかけ

っ こ が好き で、 教室でも かなり の頻度で走り 回っ ています。 ク ラ スメ ート や担任の先生

から の注意には、「 ハイ 。 次から し ません。」 と 言う ばかり で、 行動の修正には至り にく

いよう でし た。 と っ さ に状況を判断する力が弱いために、 自分の行動を抑えにく いこ と

と 、 何がいけないのかが明確にわかっ ていない様子でし た。  



１  こ と ばだけでなく 、 絵でも 振り 返ろ う ！ その２  

 

 

 

 

 

 

（ １ ）  見て考える物を用意し て、「 どこ が悪いかをみつけよう 。 どう すればよいか考えよ

う 。」 と 問いかけ、 自身の行動と 周囲の人の思いを考えやすく する。  

【 ポイ ント 】  

落ち着いている時に個別指導をする。  

 まず、 不適切な関わり の絵を示し 、 悪いと こ ろ がどこ か？相手はどんな様子か？ 

 など、 自己と 他者の様子を読み取り 、 自分の行動にせまら せる。  

 （ ２ ）  ク ラ スメ ート に向けては、 どのよ う に声かけを すればＢ さ んが受け入れやすいの

かや、 B さ んにはどんなよいと こ ろがあるのか等を考えるよう に促し ます。  

【 ポイ ント 】  

Ｂ さ んには「 ちゃんと ～する。」 と いう 言い方より も 、「 何分まで一緒にし よう 。」 と 前向

き に取り 組めるよう な声かけをする方が、 B さ ん自身も 周り の友だちも 、 気持ちよく 一

緒にでき るこ と を感じ 取ら れるよう にし ます。  

○自分の行動を振り 返り 、 気づいていく 支援 

～注意や指摘さ れるこ と に抵抗感が強い B さ んの場合～ 

友だちから 注意や指摘を さ れる と 、「 やっ てるっ て！」「 わかっ てる し 」 など、 素直に

受け止めるこ と が出来ない B さ ん。 し かも 、 注意し てく れた友だちに手が出たり 、 暴言

を吐いたり するこ と も あり 、 ク ラ スメ ート から だんだん敬遠さ れるよう になり まし た。  



２  苦手なこ と も 、 何度も ほめら れると  やる気Ｕ Ｐ ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） 行動を 促す声かけを 一連の流れで少し ずつ行う よう にし ます。  

①気を付けてほし いこ と を シンプルに指摘し ます。  

②指摘し たこ と が、 少し でも でき ていたら 具体的にほめます。  

③し ばら く 続けているこ と をねら っ てほめ言葉を伝えます。  

④時間が伸びても 続けていら れているこ と をほめます。  

（ ２ ）「 指摘」 や「 注意」 をし たら 、 その後に必ず「 肯定的評価」「 ほめる」 声かけを心がけ

ます。 一回注意や指摘をし たら 、 二回以上ほめるよう にし ます。  

（ ３ ） 姿勢や字の丁寧さ 、 掃除、 発表やあいさ つの声など、 日頃から どのよう な場面でどの

子をほめら れるのか、 ほめるき っ かけを意識し て子ども たちと 関わるよう にし ます。 

（ ４ ）「 背中ピン」 や「 姿勢チャ ンピオン」、「 背中に鉄の棒が入っ ているみたい」 等、 注意

やほめる言葉のバリ エーショ ンを増やし 、子ども の意識が継続し やすい工夫を し ます。 

○直し てほし いと こ ろ は、 ほめるチャ ンスと し てと ら える支援 

～授業中の姿勢が保てない C さ んの場合～ 

何度も 同じ 注意を受けてし まう 。 例えば、 授業中によい姿勢が保ちにく い C さ ん。 決

し て姿勢なんてどう でも いいと 思っ ている訳ではあり ません。 し かし 、 し ばら く すると

姿勢がく ずれ、 担任の先生から 同じ 注意を受けてし まいます。 担任の先生も 注意以外に

どう し たら いいのか困っ ています。  

あら ？！ 

背筋伸ばし ます。  

そう 、  

背筋伸びまし た。  

いいですよ。  

お！姿勢いいのが 

続いていますね。  

さ すがです！ 連続いい姿勢 

かっ こ いい。  
また、ほめら れたぞ。 

がんばろう  



３  たく さ んの人がいいと こ ろ を見ているよ！（ 自尊感情アゲアゲ作戦！）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） D さ ん自身が、 自分のよいと こ ろをたく さ んの人が見てく れているこ と を知り ます。  

（ ２ ） D さ んにと っ ては何気ない事やたいし たこ と でないと 思う よう なこ と も 、 と ても 大切なこ と

と し てと り あげ、 D さ ん自身の価値観を変えていく よう にし ます。  

（ ３ ） ほめるこ と を重ねていく こ と によっ て、 D さ んの課題を修正する気持ちにつなげるこ と がで

き るよう にし ます。  

（ ４ ） 紙に印刷し て D さ んに渡し ます。 D さ んはそれをフ ァ イ ルに綴じ ていく こ と で、 自分のよい

と こ ろをいつでも 振り 返るこ と ができます。  

○自尊感情やポジティ ブな感覚が高まるよう に 

～「 どう せ自分にはいいと こ ろ なんてない。」 と 思いがちな D さ んの場合～ 

 

「 自分にはよいと こ ろがなく 、 友だちも 僕の悪いと こ ろ し か言わない。」 と 、 ネガティ

ブな感情が強い D さ ん。 学校生活全般に消極的になっ てきているのが心配です。  

 D さ んについて、 よかっ たと こ ろ 話～その８ ～ 

たく さ んの先生や友だちから  

□月△日 

 

○漢字５ ０ 問テスト 素晴ら し い結果！ 

 

○新オーディ ショ ンにおち着いてがんばっ た。  

 

○友だちへの話し かけ方が上手です。  

 「 ちょ っ と 、 いい？」  

 「 そう なん（ ＾ o＾ ）」  

 

○委員会の仕事がんばっ て続けています。  

 

○教室そう じ も 役割をし っ かり 果たし ています。  

 

○ノ ート などていねいな字を時間内に書く こ と がで

きているのが素晴ら し い。  

※『 いい意味での適当』 で、 書けるよう になっ たのか

な。  

 

○一行日記がんばっ て書き 続けている。  

一週間分のよい情報を収集し て D さ ん

に示し ます 

専科の先生や委員会担当の先生から 情

報収集し たこ と を D さ んに知ら せます 

ク ラ スメ ート から の情報も 必ず D さ ん

に伝えます 

D さ んがこ だわっ てし まう こ と （ 丁寧

な字を書く 意識が先行し て時間内に書

けないこ と が多い） に対し て、 柔軟に

対応し ているこ と をほめます 

継続できているこ と をほめます 

専科の先生や委員会担当の先生から 情

報収集し たこ と を D さ んに知ら せます 


